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―『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
集
か
ら
―

瀧
　
倉
　
朋
　
世

は
じ
め
に

　
『
新
勅
撰
和
歌
集
』（
以
下
『
新
勅
撰
集
』
と
略
称
す
る
。
他
の
勅
撰
集
も

同
様
）
は
、
後
堀
河
天
皇
が
貞
永
元
（
一
二
三
二
）
年
六
月
一
三
日
に
藤
原

定
家
に
撰
進
を
命
じ
た
、
第
九
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
。
天
福
二
（
一

二
三
四
）
年
六
月
三
日
に
、
後
堀
河
院）

（
（

の
要
請
で
急
遽
書
写
し
て
進
覧
し
た

草
稿
本
の
歌
数
一
四
九
八
首
に
、
定
家
は
後
堀
河
院
詠
を
二
首
加
え
（『
後
拾

遺
集
』
の
白
河
院
の
先
規
に
倣
い
今
は
五
首
で
あ
る
後
堀
河
院
詠
を
七
首
と

し
て
）
計
一
五
〇
〇
首
の
集
を
企
図
し
て
い
た
。
同
年
八
月
六
日
に
後
堀
河

院
が
二
三
歳
で
崩
御
さ
れ
、
定
家
は
草
稿
本
の
原
本
を
自
宅
で
焼
棄
し
た
。

十
月
下
旬
に
な
っ
て
院
の
手
も
と
に
残
っ
て
い
た
草
稿
本
を
道
家
が
探
し
出

し
、
一
一
月
九
日
に
定
家
は
道
家
邸
で
撰
進
の
古
歌
に
つ
い
て
の
褒
詞
と
当

代
歌
人
詠
に
つ
い
て
の
注
文
を
受
け
、
翌
日
に
一
〇
〇
余
首
を
除
棄
し
て
道

家
に
進
上
（
書
陵
部
蔵
『
新
勅
撰
集
』
奥
書
）。『
百
錬
抄
』
は
道
家
と
教
実

臨
席
下
に
除
棄
さ
れ
、
撰
入
歌
も
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
文
暦
二
（
一
二
三
五
）

年
三
月
一
二
日
に
世
尊
寺
行
能
の
手
に
な
る
清
書
本
が
為
家
か
ら
道
家
に
進

上
さ
れ
、
定
家
は
感
悦
す
る
。
こ
れ
が
一
三
七
四
首
を
有
す
る
現
行
本
の
実

質
上
の
成
立
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
続
後
撰
集
』
は
、
後
嵯
峨
院
が
、
宝
治
二
（
一
二
四
八
）
年
七
月

二
五
日
、
藤
原
為
家
に
撰
進
を
命
じ
、
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
一
二
月
二

五
日
（
拾
芥
抄
は
一
〇
月
二
七
日
と
す
る
）
に
奏
覧
さ
れ
た
、
第
一
〇
番
目

の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
。「
続
後
撰
集
目
録
序）

（
（

」
と
称
さ
れ
る
序
の
残
欠
が
残

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
古
今
集
』
の
撰
者
貫
之
の
子
時
文
が
『
後

撰
集
』
の
撰
者
に
な
っ
た
よ
う
に
、『
新
古
今
集
』
の
撰
者
定
家
の
子
で
あ
る

為
家
が
『
続
後
撰
集
』
の
撰
者
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
そ
し
て
ま
た
本

集
の
集
名
に
は
、
父
定
家
の
撰
し
た
『
新
勅
撰
集
』
を
新
し
い
『
古
今
集
』

に
見
な
し
て
、「
姿
す
な
を
に
心
う
る
は
し
き
歌
を
あ
つ
め
」
よ
う
と
し
た
父

の
撰
集
方
針
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
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同
時
代
評
と
し
て
『
越
部
禅
尼
消
息）

（
（

』
で
は
「
新
勅
撰
は
か
く
れ
ご
と
候

は
ず
。
中
納
言
入
道
殿
な
ら
ぬ
人
の
し
て
候
は
ば
、
取
り
て
み
た
く
だ
に
さ

ふ
ら
は
ざ
り
し
物
に
て
候
。
さ
ば
か
り
め
で
た
く
候
御
所
た
ち
の
一
人
も
い

ら
せ
お
は
し
ま
さ
ず
、
そ
の
事
と
な
き
院
ば
か
り
、
御
製
と
て
候
事
、
目
も

く
れ
た
る
心
地
こ
そ
し
候
し
か
。
歌
よ
く
候
ら
め
ど
、
御
爪
点
合
れ
た
る
、

い
だ
さ
む
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
と
て
、
入
道
殿
の
え
り
出
さ
せ
給
ふ
、
七
十

首
と
か
や
き
こ
え
し
よ
し
、
か
た
は
ら
い
た
や
と
う
ち
覚
え
候
き
。」
と
『
新

勅
撰
集
』
が
撰
集
さ
れ
る
約
十
年
前
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
で
北
条
義
時
（
鎌

倉
幕
府
）
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
関
係
者
た
ち
の
和
歌
、
特
に
後
鳥
羽
上
皇
、

土
御
門
上
皇
、
順
徳
上
皇
、
雅
成
親
王
を
除
い
た
こ
と
を
批
判
し
、
一
方
、

上
皇
ら
を
入
集
さ
せ
た
『
続
後
撰
集
』
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一

　
『
新
勅
撰
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
は）

（
（

、
④
樋
口
芳
麻
呂
氏
、
⑧
佐
藤
恒
雄

氏
、
⑩
中
川
博
夫
氏
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、『
新
勅
撰
集
』
除
棄
歌
に
つ
い
て

は
、
④
樋
口
氏
、
⑤
佐
藤
氏
、
⑩
中
川
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
②
山
下
三

十
鈴
氏
、
③
樋
口
氏
、
⑤
佐
藤
氏
は
百
首
ほ
ど
切
り
す
て
ら
れ
た
後
に
入
れ

ら
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

④
樋
口
氏
は
、
本
稿
二
章
に
後
掲
の
、
奥
書
部
分
の
末
尾
、
文
暦
二
（
一

二
三
五
）
年
三
月
十
二
日
の
条
文
の
後
に
、
二
文
字
程
度
下
げ
た
点
線
部
、

「
此
草
子
、
去
年
内
々
進
入
之
時
、」
か
ら
始
ま
る
言
葉
に
つ
い
て
「
天
福
二

（
文
暦
元
）
年
十
一
月
十
日
に
道
家
か
ら
後
堀
河
院
の
手
も
と
に
留
め
ら
れ
て

い
た
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
草
稿
本
を
受
け
取
り
、
百
余
首
を
切
り
出
し
て

進
上
し
た
際
に
、
草
稿
本
を
書
写
し
て
家
に
留
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
…
…
奥
書
に
よ
る
と
、「
切
捨
歌
等
摺
除
訖
。
其
闕
文
之
跡
甚

見
苦
。」
と
あ
る
。
定
家
は
家
に
留
め
た
本
に
も
、
除
棄
歌
に
は
、
削
除
の
処

置
を
施
し
た
よ
う
で
あ
る
。
…
…
削
除
は
、
行
能
の
多
忙
か
ら
『
新
勅
撰
集
』

草
稿
本
を
預
か
っ
て
い
る
と
き
に
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
…
…
百
余

首
も
削
っ
て
、
至
る
所
欠
文
の
生
じ
た
惨
憺
た
る
『
新
勅
撰
集
』
は
、
撰
者
と

し
て
見
る
に
忍
び
な
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
続
後
撰
集
』
で
は
『
新
勅
撰
集
』
で
除
か
れ
た
歌
人
、
す
な
わ
ち
、
三
上

皇
と
雅
成
親
王
の
和
歌
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
「
除
棄
さ
れ
た
歌
人

た
ち
の
復
権
」
と
さ
れ
、
⑨
田
渕
句
美
子
氏
、
⑭
佐
藤
恒
雄
氏
、
⑮
吉
野
朋

美
氏
が
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

⑨
田
渕
句
美
子
氏
は
『
続
後
撰
集
』
以
降
の
受
容
と
し
、
後
鳥
羽
院
の
配

流
後
の
詠
、
配
流
を
連
想
さ
せ
る
詠
、
ま
た
後
鳥
羽
院
旧
臣
た
ち
の
歌
群
な

ど
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

⑭
佐
藤
恒
雄
氏
は
、
伝
本
と
収
載
歌
人
、
撰
集
の
背
景
、
為
家
の
方
法
と

し
、
撰
ん
だ
和
歌
を
並
べ
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
承
久
の
乱

敗
者
た
ち
の
復
権
と
し
、
三
院
、
雅
成
親
王
、
藤
原
清
範
、
如
願
法
師
、
前

参
議
信
成
、
祝
部
成
茂
を
あ
げ
、
為
家
の
配
列
の
工
夫
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑮
吉
野
朋
美
氏
は
『
続
後
撰
集
』
に
お
け
る
六
条
宮
雅
成
親
王
詠

の
入
集
歌
に
つ
い
て
、
順
徳
院
、
定
家
、
西
行
の
次
に
秋
の
夕
暮
れ
の
悲
し

み
を
詠
む
歌
を
置
い
た
と
こ
ろ
な
ど
を
あ
げ
、
為
家
の
和
歌
の
配
置
の
工
夫
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を
述
べ
、
為
家
に
と
っ
て
は
、
三
上
皇
の
和
歌
の
入
集
は
、
父
定
家
の
無
念

を
乗
り
越
え
、
乱
を
王
朝
文
化
の
で
き
ご
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
勅
撰
和
歌
集

中
に
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
一
方
法
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

二

　

ま
ず
、
一
章
で
み
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
私
な
り
に
『
新

勅
撰
集
』
撰
集
期
間
の
『
明
月
記
』
ほ
か
か
ら
経
緯
を
確
認
し
、
撰
集
頃
の

定
家
と
為
家
の
動
向
に
つ
い
て
読
み
取
る
。
私
に
㋐
か
ら
㋘
ま
で
記
号
を
付

し
、
後
に
説
明
を
加
え
た）

（
（

。『
明
月
記
』
ほ
か
の
引
用
は
す
べ
て
原
文
の
漢
文

を
私
に
書
き
下
し
文
で
示
し
た
。

寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）

㋐
七
月
六
日　

又
近
日
も
し
其
の
事
有
ら
ば
、
事
の
躰
頗
る
前
々
の
例
に
似

ず
、
進
退
谷
ま
る
べ
き
事
か
、
前
代
の
御
製
、
尤
も
以
て
殊
勝
、
之

を
撰
ば
ば
集
の
面
に
充
満
す
べ
し
、
事
の
躰
機
間
、
然
る
べ
け
ん
や
、

聖
代
の
勅
撰
、
前
代
の
御
製
の
員
数
多
き
は
、
当
時
の
見
る
所
忌
諱

の
疑
ひ
有
り
、
其
の
数
を
略
さ
ば
、
定
め
て
又
世
間
の
謗
り
有
ら
ん

か
、
前
宮
内
・
秀
入
道
、
い
よ
い
よ
讒
言
弾
指
す
べ
し
、
彼
れ
是
れ

極
め
て
測
り
難
し
、
窃
か
に
以
て
、
暫
く
こ
の
程
を
過
す
べ
き
か

貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）

㋑
六
月
十
三
日
　
壬
戌
、
昨
日
承
る
旨
に
依
り
、
先
づ
関
白
殿
に
参
ず
、
今

日
参
内
せ
ず
、
職
事
早
く
参
ず
る
由
、
来
た
り
て
触
る
る
所
な
り
、

早
く
参
ず
べ
き
の
由
仰
せ
ら
る
、
仍
て
参
内
す
〈
毛
車
〉、
明
義
・
無

名
・
神
仙
門
を
経
、
殿
上
の
外
の
座
に
着
す
〈
西
の
第
二
間
〉、
頭
中

将
〈
資
雅
朝
臣
〉、
上
戸
を
出
で
気
色
を
相
触
る
、
帰
参
し
、
内
侍
に

付
け
候
す
る
由
を
奏
す
、
勅
を
承
り
、
帰
り
出
づ
、
仰
せ
に
云
ふ
、

古
へ
今
の
歌
撰
び
進
ら
し
め
よ
と
、
笏
を
正
し
て
之
を
承
り
、
称
唯

す
〈
微
音
〉、
貫
首
退
き
て
帰
り
、
揖
し
て
退
出
す
、
今
、
故
に
筆
を

染
め
、
廿
巻
の
草
案
の
端
を
書
く

㋒
十
月
二
日
　
歌
を
撰
す
と
雖
も
未
だ
調
は
ず
、
仮
名
序
代
并
び
に
二
十
巻

の
部
の
目
録
、
一
紙
に
注
し
〈
色
紙
に
礼
紙
を
加
ふ
〉、
先
づ
内
覧
即

ち
奏
聞
、
作
者
の
位
署
已
下
、
今
日
奏
覧
の
儀
を
用
ふ
べ
き
由
、
同

じ
く
之
を
奏
す

貞
永
二
年
（
天
福
元
年
）（
一
二
三
三
）

　

一
月
廿
一
日　

昨
今
只
和
歌
を
見
る
〈
千
五
百
番
歌
合
、
金
吾
の
許
よ
り

少
々
求
め
出
す
〉、
近
代
の
歌
、
面
々
雄
な
り
と
称
す
と
雖
も
、
更
に

尋
常
に
あ
ら
ざ
る
か
、
自
他
の
恥
と
謂
ふ
べ
し

　

四
月
四
日　

未
の
時
許
り
に
、
金
吾
、
左
京
、
侍
従
を
相
具
し
て
来
た
る
、

又
小
僧
禅
胤
来
た
る
〈
関
東
よ
り
帰
洛
す
と
云
々
、
武
士
の
歌
を
持

ち
来
た
る
、
厚
縁
の
由
を
称
す
る
か
〉

　

五
月
三
日　

金
吾
来
た
る
、
大
殿
の
御
歌
集
を
賜
は
る
〈
草
子
一
帖
〉、
籠

居
以
後
絶
え
て
仰
せ
を
蒙
ら
ず
、
今
此
の
恩
賜
あ
り

　

六
月
十
一
日　

申
の
時
許
り
に
金
吾
来
た
る
、
大
祀
歌
申
す
趣
、
委
し
く
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申
す
と
雖
も
、
猶
以
て
未
定
と
云
々
、
撰
歌
を
見
、
月
前
に
帰
る

　

十
六
日　

巳
の
時
許
り
に
、
金
吾
、
侍
従
并
に
外
祖
を
伴
ひ
て
来
た
る
〈
数

奇
に
依
り
、
撰
歌
を
見
る
た
め
な
り
〉

　

十
九
日　

金
吾
、
中
務
を
相
具
し
て
来
た
る
、
終
日
歌
の
目
六
を
取
る
〈
纔

に
半
に
過
ぎ
、
夕
に
帰
る
〉、
前
左
馬
季
宗
朝
臣
来
た
る
、
病
と
称
し

て
逢
は
ず
、
光
行
入
道
・
孝
行
等
来
た
る
、
晦
の
比
下
向
と
相
触
る
、

同
じ
く
言
談
す
る
能
は
ず

　

廿
日　

今
日
未
の
時
許
り
に
、
金
吾
、
荒
目
六
を
取
り
了
り
て
帰
る

　

九
月
四
日　

未
の
時
許
り
に
金
吾
来
た
る
、
夜
前
人
無
き
の
隙
に
、
御
製

の
事
を
伺
ふ
、
頗
る
快
然
た
る
に
依
り
、
資
季
朝
臣
に
題
を
書
か
し

め
進
ら
せ
入
る
、
明
夕
進
む
べ
く
迎
せ
有
り

　

五
日　

夜
前
の
和
歌
延
引
す
と
云
々

　

七
日　

金
吾
来
た
る
、
五
首
の
歌
、
未
だ
尋
ね
仰
せ
ら
れ
ず
と
云
々
、
夕

に
帰
る

　

十
月
十
一
日　

子
細
を
申
し
入
る
、
已
に
俗
塵
を
出
で
訖
ん
ぬ
。（
奥
書
）

天
福
二
（
文
暦
元
）
年
（
一
二
三
四
）

㋓
五
月　

密
々
に
御
製
五
首
を
下
し
給
ふ
〈
内
外
に
付
け
、
懇
望
三
ヶ
年
〉、

欣
び
に
感
ず
る
の
間
、
廿
巻
の
草
案
片
時
に
進
入
す
べ
し
、
御
一
見

の
後
、
即
ち
返
下
さ
る
べ
き
の
由
、
仰
せ
ら
る

㋔
六
月
三
日
　
進
め
入
る
の
料
紙
（
色
紙
）、
自
筆
鳥
の
跡
の
表
紙
（
青
き
薄

物
、
裏
唐
綾
）、
紐
（
組
）、
軸
（
杏
葉
を
丸
に
摺
る
）、
当
時
載
す
る

所
の
歌
、
一
千
四
百
九
十
八
首
、
後
拾
遺
の
佳
例
、
御
製
今
二
首
を

加
へ
給
ひ
、
五
百
首
に
満
す
べ
き
の
由
、
之
を
奏
さ
し
む

㋕
八
月
六
日　

豈
に
扶
桑
の
影
の
往
き
、
蒼
梧
の
雲
、
空
し
く
断
つ
を
計
ら

ん
や
。（
奥
書
）

　

七
日	

辰
の
時
許
り
に
、
勅
撰
の
愚
草
廿
巻
、
南
庭
に
縿
り
置
き
之
を
焼

く
、
已
に
灰
燼
と
な
す
、
勅
を
奉
り
て
未
だ
巻
軸
を
調
へ
ざ
る
以
前

に
、
此
の
如
き
事
に
遭
ふ
、
更
に
前
蹤
な
し
、
冥
助
な
く
機
縁
な
き

の
条
、
已
に
以
て
露
顕
す
、
徒
ら
に
誹
謗
罵
辱
を
蒙
る
べ
し
、
置
き

て
詮
無
き
者
な
り

㋖
十
月
下
旬　

十
月
下
旬
に
及
び
、
不
慮
の
外
、
旧
院
の
草
本
、
大
殿
よ
り

尋
ね
召
さ
る
る
と
云
々
。（
奥
書
）

　

十
一
月
九
日　

十
一
月
上
旬
、
頻
り
に
召
し
有
り
。
九
日
参
上
。
古
歌
等
を

撰
進
、殊
に
御
感
言
に
預
る
。猶
時
輩
の
歌
、承
る
旨
等
有
り
。（
奥
書
）

㋗
十
一
月
十
日　

同
十
日
更
に
百
余
首
を
除
弃
す
る
こ
と
を
給
は
り
、
こ
れ

を
進
上
す
。
儲
け
置
く
と
こ
ろ
の
清
書
料
紙
、
千
載
集
の
時
用
ふ
。

筥〈
蒔
絵
〉に
入
る
。
副
へ
て
こ
れ
を
進
る
。
同
十
五
日
、
清
書
の
人

に
下
さ
り
訖
ん
ぬ
と
云
々
。（
奥
書
）

	

中
納
言
入
道
〈
定
家
卿
〉、
前
関
白
家
に
於
て
新
勅
撰
を
披
覧
す
〈
先

院
の
御
時
、
奏
覧
せ
ら
る
〉。
両
殿
下
監
臨
、
用
捨
の
事
有
り
。
百
首

を
切
り
弃
て
ら
る
と
云
云
。
又
入
れ
ら
る
る
人
有
り
と
云
々
。（
百
）

文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）

　

一
月
一
日　

午
の
時
許
り
に
、
金
吾
、
武
州
の
仮
名
状
を
送
る
〈
勅
撰
作

者
、
感
悦
の
由
な
り
〉



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

九
九

　

一
月
七
日　

経
円
大
僧
都
来
臨
、
撰
入
と
云
々
、
本
意
の
由
之
を
示
す
、

一
首
を
遣
さ
る
、
涯
分
満
足
の
由
、
尤
も
以
て
穏
便
な
り

　

二
月
二
日　

夕
に
金
吾
来
た
る
、
孫
子
・
呉
起
を
伝
へ
、
和
歌
の
好
士
の

事
、
是
れ
末
世
魔
界
の
祟
り
か
、
只
早
く
大
殿
に
申
し
入
る
べ
き
由

之
を
示
す
、
即
ち
参
殿
す
、
夜
に
入
り
て
云
ふ
、
定
め
て
許
す
べ
き

と
請
は
る
る
所
か
と
て
へ
り

　

四
日　

今
日
、
金
吾
の
状
を
以
て
重
ね
て
勅
撰
清
書
の
人
の
許
に
返
す
、

住
吉
遷
宮
、
無
心
の
隙
と
称
す
、
預
り
置
く
所
な
り

　

五
日　

夜
に
入
り
大
殿
仰
せ
に
、
京
極
北
政
所
の
御
歌
を
見
出
す
事
有
り
、

尤
も
加
へ
入
る
べ
き
か
と
、
尤
も
然
る
べ
き
の
由
を
申
す

　

三
月
一
日　

申
の
時
許
り
に
金
吾
来
た
る
（
殿
よ
り
退
出
す
）、
御
在
様
、

日
来
に
同
じ
、
同
じ
く
大
殿
に
入
り
見
参
す
る
の
次
で
、
清
書
半
ば

出
で
来
、
外
題
、
御
筆
所
望
の
由
洩
し
申
す
、
御
気
色
許
す
べ
き
に

似
た
り
、
草
本
且
つ
進
ら
す
べ
き
由
仰
せ
ら
る
と
云
々
、
来
た
る
四

日
、
勅
答
〈
大
臣
、
請
ふ
に
依
る
〉

㋘
三
月
十
二
日　

金
吾
、
申
の
時
許
り
に
又
帰
り
来
た
り
て
云
ふ
、
行
能
朝

臣
勅
撰
の
清
書
を
終
へ
、
之
を
送
り
遣
す
、
仍
て
清
書
の
廿
巻
（
蒔

絵
の
筥
に
入
る
）・
草
廿
巻
、
持
ち
参
じ
、
大
殿
に
之
を
進
ら
せ
入

る
、
此
の
事
巳
に
果
し
遂
ぐ
、
悦
び
思
食
す
由
、
仰
せ
ら
る
と
て
へ

り
、
此
の
事
を
聞
き
、
心
中
殊
に
感
悦
し
、
即
ち
帰
り
了
。

	

文
暦
二
年
三
月
十
二
日
清
書
進
覧
の
由
、
伝
へ
聞
き
て
云
。（
奥
書
）

　

	

　
　

	

此
の
草
子
、
去
年
内
々
に
進
入
の
時
、
書
き
留
む
る
と
こ
ろ
な

り
。
切
り
捨
て
歌
等
、
摺
り
除
き
訖
ん
ぬ
。
其
の
闕
文
の
跡
、

甚
だ
見
苦
し
。
永
く
他
見
す
べ
か
ら
ず
。

	

　
　
（
奥
書
）

　

十
三
日　

此
の
間
に
浄
意
〈
備
後
権
守
有
季
入
道
〉
来
た
る
、
請
ひ
受
く

る
に
依
り
草
本
廿
巻
を
与
ふ

　

十
八
日　

昨
日
又
草
子
を
書
く
、
伝
へ
聞
く
、
大
殿
の
御
風
、
披
露
な
し

と
雖
も
、
実
に
軽
か
ら
ず
御
す
と
云
々

　

廿
五
日　

素
俊
入
道
〈
十
念
仏
と
号
す
〉
来
た
る
、
作
者
を
望
む
事
、
病

を
扶
け
て
相
逢
ふ
、
草
子
を
請
ひ
取
り
退
き
て
帰
る
〈
一
校
し
進
ら

す
べ
し
と
云
々
〉

　

四
月
七
日　

今
日
、
中
風
の
手
を
以
て
、
草
子
二
帖
を
書
き
終
ふ
〈
三
月

廿
六
日
、
始
む
〉

　

㋐
も
し
今
、
勅
撰
集
を
撰
ぶ
と
す
る
と
、
後
鳥
羽
院
の
歌
が
集
中
に
充
満

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
内
容
も
時
期
も
適
当
で
な
い
。
㋑
定
家
は
、
後
堀
河
天

皇
か
ら
、
貞
永
元
年
六
月
一
三
日
に
、
撰
進
を
命
じ
ら
れ
、
㋒
同
年
一
〇
月

二
日
に
仮
名
序
代
と
二
十
巻
部
の
目
録
を
一
紙
に
記
し
て
奏
覧
し
て
い
る
。

㋓
「
五
月
『
新
勅
撰
集
』
の
草
稿
本
を
一
見
し
た
い
か
ら
進
入
せ
よ
」
と
後

堀
河
院
よ
り
仰
せ
が
あ
り
、
㋔
天
福
二
年
六
月
三
日
に
、
後
堀
河
院
の
要
請

で
、
定
家
が
計
一
四
九
八
首
の
集
を
進
覧
し
、
後
拾
遺
の
佳
例
に
な
ら
い
院

の
御
製
を
二
首
追
加
し
た
い
旨
を
申
し
出
た
。
㋕
同
年
八
月
六
日
に
、
後
堀

河
院
が
崩
御
さ
れ
、
定
家
は
落
胆
の
あ
ま
り
、
翌
日
七
日
、
草
稿
本
の
原
本



一
〇
〇

を
自
宅
の
庭
で
焼
棄
す
る
。
㋖
十
月
下
旬
に
な
っ
て
、
後
堀
河
院
の
手
も
と

に
残
っ
て
い
た
定
家
書
写
の
草
稿
本
を
、
大
殿
、
す
な
わ
ち
前
関
白
藤
原
道

家
が
探
し
出
し
た
。
十
一
月
九
日
、
道
家
か
ら
草
稿
本
中
の
古
歌
に
つ
い
て

は
、
お
ほ
め
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
当
代
歌
人
の
詠
に
関
し
て
「
承

る
旨
な
ど
」
が
あ
っ
た
。
㋗
十
一
月
十
日
、
草
稿
本
を
賜
り
、
百
余
首
を
除

棄
し
て
進
上
し
、
清
書
は
道
家
か
ら
世
尊
寺
行
能
に
十
五
日
に
依
頼
さ
れ
た
。

『
百
錬
抄
』
で
は
、
百
首
切
り
捨
て
、
ま
た
切
り
入
れ
ら
れ
た
歌
も
あ
り
と
あ

る
。
㋘
文
暦
二
年
三
月
一
二
日
に
清
書
の
『
新
勅
撰
集
』
精
選
本
、
現
行
本

の
一
三
七
四
首
を
有
す
る
集
が
、
道
家
の
も
と
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
を
定
家

は
、
為
家
か
ら
伝
え
聞
い
た
と
あ
る
。

　

以
下
、『
新
勅
撰
集
』
を
天
福
二
年
の
一
四
九
八
首
の
集
（
現
存
し
て
い
な

い
）
と
、
文
暦
二
年
の
現
行
本
、
一
三
七
四
首
を
有
す
る
集
を
区
別
し
て
論

じ
て
い
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
、
天
福
二
年
本
と
、
文
暦
二
年
本
と
す
る
。

　
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
期
間
、
為
家
（
金
吾
、
為
家
は
、
貞
永
元
年
六
月
二
十

九
日
～
嘉
禎
二
年
二
月
三
十
日
ま
で
右
衛
門
督
）
が
定
家
の
も
と
を
訪
れ
た

代
表
的
な
も
の
を
、
太
字
で
載
せ
て
い
る
。
定
家
が
、
天
福
元
年
十
月
十
一

日
に
、
出
家
を
し
、
為
家
が
歌
人
よ
り
和
歌
の
受
け
渡
し
を
担
当
し
て
お
り
、

定
家
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
訪
れ
て
い
る
為
家
を
頼
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
定
家
の
出
家
以
降
、
文
暦
二
年
の
現
行
本
成
立
ま
で
『
明
月
記
』

に
為
家
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
合
計
一
〇
九
回
み
え
る
。
天
福
二
年
の

一
四
九
八
首
の
集
を
定
家
が
撰
集
し
て
い
る
間
に
も
、
天
福
二
年
一
一
月
十

日
か
ら
撰
者
用
の
書
写
、
一
四
九
八
首
か
ら
和
歌
の
除
棄
、
切
入
れ
が
な
さ

れ
た
定
家
の
い
う
と
こ
ろ
の
見
苦
し
い
本
も
見
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
間
近

で
事
情
を
知
っ
て
い
た
為
家
は
、
い
つ
か
、
自
身
が
勅
撰
集
撰
者
に
な
っ
た

際
に
は
、
定
家
が
採
り
た
か
っ
た
和
歌
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
③
樋
口
氏
（
注（
4
）参
照
）
は
「『
新
勅
撰
集
』
の
あ
と
の
『
続
後

撰
集
』（
為
家
撰
。
建
長
三
年
〈
一
二
五
一
〉
奏
覧
）
に
選
入
さ
れ
、
し
か
も

『
新
勅
撰
集
』
に
は
見
出
せ
な
い
承
久
の
乱
の
公
家
方
歌
人
の
詠
を
求
め
る

と
、
後
鳥
羽
院
二
九
首
、
土
御
門
院
二
六
首
、
順
徳
院
一
七
首
、
雅
成
親
王

（
六
条
宮
）
九
首
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
四
歌
人
で
計
八
一
首
で
、
こ

れ
ら
の
歌
の
多
く
は
『
新
勅
撰
集
』
未
定
稿
本
に
収
め
ら
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
（
為
家
は
父
定
家
が
や
む
な
く
省
い
た
歌
が
空
し
く
埋
も
れ
る
の
を

惜
し
み
、
父
の
志
を
生
か
す
べ
く
、『
続
後
撰
集
』
に
そ
の
多
く
を
選
入
し
た

の
で
あ
ろ
う
）。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三

　

③
樋
口
氏
に
従
い
、『
続
後
撰
集
』
三
上
皇
ら
の
入
集
歌
計
八
一
首
の
う
ち

の
多
く
は
『
新
勅
撰
集
』
未
定
稿
本
（
天
福
二
年
本
）
に
収
め
ら
れ
て
い
た

と
す
る
な
ら
、『
明
月
記
』
他
か
ら
、
為
家
が
天
福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
に

あ
っ
た
和
歌
を
、『
続
後
撰
集
』
に
採
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
『
続
後
撰
集
』
入
集
歌
の
内
、『
新
勅
撰
集
』
成
立
以
前
に
詠
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
三
上
皇
ら
の
和
歌
は
少
な
く
と
も
四
十
四
首
あ
る
。
以
下
、
天
福

二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
さ
れ
た
歌
を
『
続
後
撰
集
』
入
集
歌
か
ら

想
定
し
（
除
棄
歌
）、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
の
配
列
な
ど
か
ら
、
代
わ



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
〇
一

り
に
採
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
作
（
代
替
歌
）
を
推
測
し
て
検
討
す
る
。
除

棄
歌
は		

除
棄
歌		

と
し
て
太
字
表
記
、
代
わ
り
に
入
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
和

歌
は		
代
替
歌		

と
し
て
太
字
表
記
し
て
示
す）

（
（

。

Ⓐ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
一
・
春
歌
上
・
三
四

　
　
　
題
し
ら
ず 

凡
河
内
躬
恒

　
い
づ
れ
を
か
わ
き
て
を
ら
ま
し
梅
花
枝
も
た
わ
わ
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
一
・
春
歌
上
・
二
七

　
　
　
建
保
四
年
内
裏
百
番
歌
合
に 

順
徳
院
御
製

　
ふ
る
ゆ
き
に
い
づ
れ
を
は
な
と
わ
ぎ
も
こ
が
を
る
袖
に
ほ
ふ
春
の
む
め
が
え

　
『
新
勅
撰
集
』
三
四
歌
の
出
典
は
『
躬
恒
集
』
三
七
一
（
詞
書
「
さ
く
ら
み

に
ま
う
で
き
た
る
人
に
、
三
十
六
人
」、『
古
今
六
帖
』
な
ど
に
も
）、
主
題
は

「
梅
」
で
、『
古
今
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
三
三
七
「
雪
ふ
れ
ば
木
ご
と
に
花
ぞ

さ
き
に
け
る
い
づ
れ
を
梅
と
わ
き
て
を
ら
ま
し
」（
紀
友
則
、
詞
書
「
ゆ
き
の

ふ
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
」）
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
『
続
後
撰
集
』
二
七
の
和
歌
は
、
主
題
は
「
春
雪
」
で
、
出
典
の
『
建

保
四
年
閏
六
月
内
裏
百
番
歌
合
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
番　

春　

左
持	

御
製

　

ふ
る
雪
に
い
づ
れ
を
花
と
わ
ぎ
も
こ
が
折
る
そ
で
匂
ふ
春
の
梅
が
え

　
　
　
　
　
　
　

右	

治
部
卿
定
家

　

し
る
し
ら
ず
分
き
て
は
ま
た
ず
梅
花
に
ほ
ふ
春
辺
は
あ
た
ら
夜
の
月

左
右
各
講
畢
、
可
申
其
難
之
由
頻
被
仰
、
右
方
歌
人
等
申
云
、
左
歌
更

無
其
難
上
似
秀
逸
歟
、
木
ご
と
に
花
ぞ
さ
き
に
け
る
、
と
云
ふ
歌
の
心

を
思
ひ
て
、
い
づ
れ
を
花
と
わ
ぎ
も
こ
が
、
と
お
き
、
折
る
袖
匂
ふ
春

の
梅
が
え
、
と
侍
る
、
ま
こ
と
に
殊
勝
之
由
皆
悉
申
之

右
歌
、
あ
ら
ぬ
さ
ま
の
詞
を
だ
に
よ
ま
で
は
、
ま
た
ず
は
と
も
と
い
へ

る
よ
り
ど
こ
ろ
な
さ
、
わ
き
て
の
こ
と
ば
殊
露
顕
の
よ
し
申
し
侍
り
し

を
、
依
別
勅
定
持
の
字
を
か
か
れ
侍
り
に
き
、
定
貽
後
代
之
疑
歟

	
	

	
	

	
	

	

（『
建
保
四
年
閏
六
月
内
裏
百
番
歌
合
』）

と
あ
り
、
雪
を
「
梅
」
に
見
立
て
た
歌
で
あ
る
。
判
詞
に
右
方
歌
人
た
ち
の

述
べ
る
よ
う
に）

（
（

、
本
歌
と
し
て
、『
新
勅
撰
集
』
三
四
と
同
じ
く
『
古
今
集
』

巻
六
・
冬
歌
・
三
三
七
）
を
指
摘
で
き
る
。

　

二
七
と
三
四
は
、
歌
の
内
容
も
似
て
い
て
、
共
通
し
て
い
る
言
葉
が
「
い

づ
れ
を
」「
わ
き
て
」「
わ
ぎ
も
こ
」「
梅
」「
枝
」「
ゆ
き
」
な
ど
が
あ
り
、
同

じ
技
巧
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
共
通
し
て
い
る
。『
続
後
撰
集
』
二

七
、「
い
づ
れ
を
花
と
我
妹
子
が
」
の
箇
所
は
掛
詞
を
使
い
、「
花
と
分
き
」

か
ら
「
我
妹
子
」
と
続
け
て
い
る
。
一
方
、『
新
勅
撰
集
』
三
四
「
わ
き
て
を
ら

ま
し
」
の
所
に
「
分
く
」
と
い
う
同
じ
用
語
を
使
っ
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』

の
三
四
歌
は
梅
花
歌
群
中
に
置
か
れ
て
お
り
、
憶
良（
三
三
）と
貫
之（
三
五
）

の
間
に
あ
り
、
作
者
の
時
代
順
配
列
か
ら
す
る
と
（
注（
4
）の
先
行
研
究
②

の
山
下
氏
論
文
）、
そ
の
ま
ま
代
替
歌
と
は
言
い
に
く
い
。
配
列
を
考
慮
す
る



一
〇
二

と
、
三
九
歌
の
次
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
〇
歌
、
家
隆
作
は
建
保
五
、

六
年
頃
の
詠
で
あ
る
。
定
家
が
、
天
福
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
か
ら
除
棄
し

た
和
歌
を
為
家
が
『
続
後
撰
集
』
に
そ
の
ま
ま
入
れ
た
と
両
歌
の
類
似
か
ら
推

測
で
き
る
。『
新
勅
撰
集
』
巻
一
・
春
歌
上
の
関
連
箇
所
を
示
す
と
次
の
通
り
。

つ
く
し
に
て
む
め
の
花
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る	

山
上
憶
良

は
る
さ
れ
ば
ま
づ
さ
く
や
ど
の
む
め
の
は
な
ひ
と
り
見
つ
つ
や
け
ふ
を
く

ら
さ
む
（
三
三
）

題
し
ら
ず	

凡
河
内
躬
恒

い
づ
れ
を
か
わ
き
て
を
ら
ま
し
梅
花
枝
も
た
わ
わ
に
ふ
れ
る
し
ら
ゆ
き（
三
四
）

	

貫
之

山
か
ぜ
に
か
を
た
づ
ね
て
や
む
め
の
は
な
に
ほ
へ
る
さ
と
に
う
ぐ
ひ
す
の

な
く
（
三
五
）

亭
子
院
歌
合
に	

坂
上
是
則

き
つ
つ
の
み
な
く
う
ぐ
ひ
す
の
ふ
る
さ
と
は
ち
り
に
し
梅
の
花
に
ぞ
あ
り

け
る
（
三
六
）

題
し
ら
ず	

式
子
内
親
王

た
が
か
き
ね
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
梅
が
か
の
夜
は
の
ま
く
ら
に
な
れ
に
け
る

か
な
（
三
七
）

	

権
大
納
言
家
良

た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
の
ゆ
く
て
の
は
る
か
ぜ
に
た
が
さ
と
し
ら
ぬ
む
め
の
か

ぞ
す
る
（
三
八
）

	

殷
富
門
院
大
輔

た
れ
と
な
く
と
は
ぬ
ぞ
つ
ら
き
梅
花
あ
た
ら
に
ほ
ひ
を
ひ
と
り
な
が
め
て（
三
九
）

	

正
三
位
家
隆

い
く
さ
と
か
月
の
ひ
か
り
も
に
ほ
ふ
ら
む
む
め
さ
く
山
の
み
ね
の
は
る
風（
四
〇
）

Ⓑ
　

後
冷
泉
院
御
時
、
月
前
落
花
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る
に

	

大
納
言
師
忠

　

は
る
の
夜
の
月
も
く
も
ら
で
ふ
る
雪
は
こ
ず
ゑ
に
の
こ
る
花
や
ち
る
ら
む

	
	

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
下
・
九
二
）

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
下
・
九
三

　
　
　 

建
暦
二
年
の
は
る
、
内
裏
に
詩
歌
を
あ
は
せ
ら
れ
侍
り
け
る
に
、
山

居
春
曙
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る 

六
条
入
道
前
太
政
大
臣

　
月
か
げ
の
こ
ず
ゑ
に
の
こ
る
山
の
は
に
花
も
か
す
め
る
は
る
の
あ
け
ぼ
の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

権
中
納
言
定
家

　

名
も
し
る
し
み
ね
の
あ
ら
し
も
ゆ
き
と
ふ
る
山
さ
く
ら
戸
の
あ
け
ぼ
の
の
そ
ら

	
	

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
下
・
九
四
）

　
　
　

建
保
五
年
四
月
庚
申
に
、
春
夜
と
い
へ
る
心
を　

後
久
我
太
政
大
臣

　

あ
ま
の
は
ら
霞
ふ
き
と
く
は
る
風
に
月
の
か
つ
ら
も
花
の
か
ぞ
す
る

	
	

	
	

	
	

（『
続
後
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
中
・
一
〇
三
）

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
中
・
一
〇
四



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
〇
三

　
　
　
五
十
首
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に 

後
鳥
羽
院
御
製

　
あ
た
ら
夜
の
ま
や
の
あ
ま
り
に
な
が
む
れ
ば
桜
に
く
も
る
あ
り
あ
け
の
月

　
　
　

春
歌
の
中
に	

前
太
政
大
臣

　

山
ざ
く
ら
そ
ら
さ
へ
に
ほ
ふ
雲
ま
よ
り
か
す
み
て
の
こ
る
あ
り
あ
け
の
月

	
	

	
	

	
	

（『
続
後
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
中
・
一
〇
五
）

　

Ⓑ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
一
〇
四
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
九

三
が
そ
の
代
替
歌
と
考
え
る
。『
続
後
撰
集
』
一
〇
四
の
主
題
は
、「
桜
花
」

で
、
出
典
の
『
老
若
五
十
首
歌
合
』（
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
二
月
）
は
後

鳥
羽
院
主
催
で
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　

三
十
五
番　

左	

寂
蓮

　

ふ
け
ぬ
な
り
さ
て
さ
は
人
も
と
は
じ
と
や
お
ぼ
ろ
月
夜
に
花
を
ま
か
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

右
勝	

女
房

　

あ
た
ら
夜
の
ま
や
の
あ
ま
り
に
詠
む
れ
ば
桜
に
く
も
る
あ
り
明
の
月

	
	

	
	

	
	

（『
老
若
五
十
首
歌
合
』）

　

ま
た
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
九
三
の
主
題
は
「
落
花
」
で
あ
る
。

『
続
後
撰
集
』
一
〇
四
と
歌
材
の
共
通
が
、「
月
」「
花
」「
か
す
め
る
→
く
も

る
」
で
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』
九
三
の
和
歌
の
出
典
は
、
建
暦
二
（
一
二
一

二
）
年
五
月
一
一
日
内
裏
詩
歌
合
（
証
本
は
散
佚
）
で
、
順
徳
天
皇
の
御
世

に
六
条
入
道
前
太
政
大
臣
、
藤
原
頼
実
が
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
。
頼
実
の
娘

は
土
御
門
天
皇
の
中
宮
で
あ
り
、
頼
実
は
、
現
存
す
る
和
歌
は
三
〇
首
に
過

ぎ
ず
、
内
二
一
首
が
『
千
載
集
』
以
下
に
入
集
。『
千
載
集
』
四
首
、『
新
古

今
集
』
五
首
、『
新
勅
撰
集
』
四
首
入
集
し
て
お
り
、
御
子
左
家
の
撰
集
と
の

関
り
が
深
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
定
家
が
『
続
後
撰
集
』
一
〇
四
を
天

福
二
年
本
か
ら
除
棄
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
九

三
を
入
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
後
鳥
羽
院
の
除
棄
歌
に
対
し
て
次
の
『
新
勅
撰
集
』
七
八
歌
も
代

替
歌
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　

月
あ
か
き
夜
、
花
に
そ
へ
て
人
に
つ
か
は
し
け
る	

和
泉
式
部

　

い
づ
れ
と
も
わ
か
れ
ざ
り
け
り
は
る
の
夜
は
月
こ
そ
花
の
に
ほ
ひ
な
り
け
れ

	
	

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
二
・
春
歌
下
・
七
八
）

　

す
な
わ
ち
、
出
典
で
あ
る
『
和
泉
式
部
続
集
』
一
七
一
の
詞
書
は
「
月
の

あ
か
き
夜
、
梅
の
花
を
人
に
や
る
と
て
」
と
「
梅
」
と
あ
る
が
、『
新
勅
撰

集
』
七
八
の
詞
書
は
定
家
が
「
花
」
と
改
め
て
い
る
。
歌
材
の
共
通
は
、「
月
」

「
花
」
で
一
〇
四
と
は
「
月
と
花
の
美
し
い
夜
」
で
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』
七

八
も
何
ら
か
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ⓒ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
四
・
秋
歌
上
・
二
六
七

　
　
　
入
道
二
品
親
王
家
に
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
山
家
月

 

正
三
位
家
隆

　
松
の
戸
を
お
し
あ
け
が
た
の
山
か
ぜ
に
く
も
も
か
か
ら
ぬ
月
を
見
る
か
な

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻　

秋
歌
中
・
三
二
〇



一
〇
四

　
　
　
建
保
二
年
秋
十
首
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に 

後
鳥
羽
院
御
製

　
し
き
し
ま
や
た
か
ま
ど
や
ま
の
秋
風
に
雲
な
き
み
ね
を
い
づ
る
月
か
げ

　

Ⓒ
に
お
け
る
『
続
後
撰
集
』
三
二
〇
が
抜
か
れ
た
後
に
、
文
暦
二
年
本
『
新

勅
撰
集
』
二
六
七
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。『
続
後
撰
集
』
三
二
〇
の

出
典
は
、『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
七
二
〇
で
、
後
鳥
羽
院
が
建
保
二
年
八
月
撰

歌
合
・
秋
十
首
で
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

　

一
方
、『
新
勅
撰
集
』
二
六
七
は
、
主
題
は
「
月
」
で
、
出
典
の
『
道
助
法

親
王
家
五
十
首
』
秋
・
五
一
三
で
は
詞
書
に
「
山
家
月
」
と
あ
る
。「
松
の
戸

を
押
し
開
け
」、「
明
け
方
」
と
、「
あ
け
」
は
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
二
六
七

の
詠
者
、
家
隆
は
、『
京
極
中
納
言
相
語
』
に
、
藤
原
俊
成
に
歌
を
見
て
も
ら

い
、「
今
は
御
歌
お
も
し
ろ
か
ら
じ
は
や
。
風
情
な
い
た
く
あ
そ
ば
し
そ
」
と

教
え
ら
れ
た
と
自
ら
語
っ
て
お
り
、
俊
成
に
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

出
典
の
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
は
、
後
鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
る
、
道
助

法
親
王
が
主
催
の
五
十
首
で
後
鳥
羽
院
が
加
点
し
て
い
る
。
ま
た
次
の
よ
う

に
『
時
代
不
同
歌
合
』
で
も
、
二
六
七
歌
が
採
ら
れ
、
後
鳥
羽
院
が
評
価
し

た
こ
と
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　

二
十
番　

左	

小
野
小
町

　

い
ろ
み
え
で
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
中
の
人
の
こ
こ
ろ
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る

　
　
　
　
　
　

右	

正
三
位
家
隆

　

松
の
と
を
お
し
あ
け
方
の
山
か
ぜ
に
雲
も
か
か
ら
ぬ
月
を
見
る
か
な

　

二
つ
の
和
歌
の
歌
材
は
、
風
、
雲
、
月
が
共
通
で
、「
風
で
雲
が
か
か
っ
て

い
な
い
月
」
で
、
内
容
が
似
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
二
六
七
は
、『
続
後
撰

集
』
三
二
〇
の
和
歌
を
除
棄
し
た
後
に
入
れ
ら
れ
た
和
歌
と
推
測
さ
れ
る
。

Ⓓ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌
下
・
二
八
一

　
　
　
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
歌 

よ
み
び
と
し
ら
ず

　
秋
の
夜
の
あ
ま
て
る
月
の
ひ
か
り
に
は
お
く
し
ら
つ
ゆ
を
た
ま
と
こ
そ
見
れ

　
　
　

昌
泰
四
年
八
月
十
五
夜
歌
合
歌	

よ
み
人
し
ら
ず

　

月
か
げ
の
は
つ
し
も
と
の
み
見
ゆ
れ
ば
や
い
と
ど
夜
さ
む
に
な
り
ま
さ
る
ら
ん

	
	

	
	

	

（『
続
後
撰
集
』
巻
六
・
秋
歌
中
・
三
三
七
）

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
六
・
秋
歌
中
・
三
三
八

　
　
　
題
し
ら
ず 

後
鳥
羽
院
御
製

　
あ
き
の
田
の
し
の
に
お
し
な
み
吹
く
風
に
月
も
て
み
が
く
つ
ゆ
の
し
ら
た
ま

　

Ⓓ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
三
三
八
、『
千
五
百
番
歌
合
』
秋
三
で
出
詠

し
た
和
歌
で
、
秋
三
は
後
鳥
羽
院
の
判
、
主
題
は
「
仲
秋
月
」
で
あ
る
。

　
　

六
百
九
十
一
番　

左	

女
房
（
後
鳥
羽
院
）

　
	

秋
の
た
の
し
の
に
お
し
な
み
ふ
く
か
ぜ
に
月
も
て
み
が
く
露
の
し
ら
た
ま

（
一
三
八
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
勝	

内
大
臣

　

	

露
ふ
か
き
み
ち
の
さ
さ
は
ら
わ
け
き
て
も
か
か
る
た
も
と
を
あ
は
れ
と
は

見
よ
（
一
三
八
一
）



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
〇
五

　
　

	

み
や
ま
べ
や
木
木
の
こ
の
葉
ぞ
や
ど
も
と
ふ
さ
び
し
き
み
ね
に
し
ぐ
れ

す
ぎ
つ
つ

　

抜
か
れ
た
あ
と
に
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
二
八
一
を
定
家
が
入
れ
た

と
推
測
す
る
。
二
八
一
は
巻
五
秋
歌
下
の
巻
頭
に
あ
た
る
。
文
暦
二
年
本
『
新

勅
撰
集
』
は
巻
一
は
後
堀
河
院
、
巻
二
は
光
孝
天
皇
が
巻
頭
に
位
置
す
る
。

し
た
が
っ
て
当
初
は
後
鳥
羽
院
詠
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。『
新
勅
撰

集
』
二
八
一
は
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
九
八
で
詠
ま
れ
た
歌
、
主
題
は
「
月
」

で
あ
る
。『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
の
主
催
者
は
、
光
孝
天
皇
の
后
の
班
子
女

王
で
あ
る
。
一
つ
前
、
三
三
七
は
、
昌
泰
四
年
八
月
十
五
夜
歌
合
歌
が
配
さ

れ
て
い
る
。
代
替
歌
、
除
棄
歌
、
二
首
の
和
歌
は
主
題
が
、「
仲
秋
月
」
と

「
月
」、
歌
の
内
容
が
似
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
二
八
一
は
類
歌
と
し
て
次
の

『
万
葉
集
』
巻
十
・
秋
雑
歌
・
二
二
二
九
・
作
者
不
明
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
　

詠
レ
月　

白シ
ラ
ツ
ユ
ヲ

露
乎　

玉
タ
マ
ニ
ナ
シ作
有タ
ル　

九ナ
ガ
ツ
キ
ノ月　

在ア
リ
ア
ケ
ノ

明
之
月ツ
キ
ヨ夜　

雖ミ
レ
ド見
不ア
カ
ヌ
カ
モ

飽
可
聞

「
お
く
し
ら
つ
ゆ
を　

た
ま
と
こ
そ
見
れ
」
と
「
白
露
を
玉
に
見
立
て
」
て
い

る
。
ま
た
、『
続
後
撰
集
』
三
三
八
は
「
月
光
が
露
の
白
玉
を
磨
き
上
げ
」
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
新
勅
撰
集
』
二
八
一
は
、『
続
後
撰
集
』
三
三

八
の
和
歌
を
除
棄
し
た
後
に
入
れ
ら
れ
た
和
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⓔ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌
下
・
三
四
七

　
　
　
関
白
左
大
臣
家
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に 

従
三
位
範
宗

　
露
し
ぐ
れ
そ
め
は
て
て
け
り
を
ぐ
ら
山
け
ふ
や
ち
し
ほ
の
峰
の
も
み
ぢ
葉

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
七
・
秋
歌
下
・
四
二
五

　
　
　
紅
葉
を 

土
御
門
院
御
製

　
お
く
や
ま
の
ち
し
ほ
の
も
み
ぢ
色
ぞ
こ
き
み
や
こ
の
時
雨
い
か
が
そ
む
ら
ん

Ⓔ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
四
二
五
、『
土
御
門
院
百
首
』
が
出
典
で
、
主

題
「
紅
葉
」
で
あ
る
。

　

そ
の
代
替
と
し
て
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
三
四
七
、
主
題
「
紅
葉
・

晩
秋
」
を
定
家
が
入
れ
た
と
推
測
す
る
。
二
つ
の
和
歌
は
、
歌
の
内
容
が
似

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
主
題
は
「
紅
葉
」
と
「
紅
葉
・
晩
秋
」、「
ち
し
ほ
」
が

共
通
で
あ
る
。「
を
ぐ
ら
山
→
お
く
や
ま
、
露
や
時
雨
が
紅
葉
を
染
め
た
→
都

に
降
る
時
雨
は
紅
葉
を
ど
の
よ
う
に
染
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
似
て
い
る
。

文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
三
四
七
は
、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
が
出
典
で
、

詠
者
、
範
宗
は
、
建
暦
・
建
保
期
の
順
徳
院
歌
壇
で
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。

　

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
前
の
和
歌
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

関
白
左
大
臣
家
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に	

権
中
納
言
定
家

　

し
ぐ
れ
つ
つ
そ
で
だ
に
ほ
さ
ぬ
秋
の
日
に
さ
こ
そ
み
む
ろ
の
山
は
そ
む
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
新
勅
撰
集
』
巻
五
・
秋
歌
下
・
三
四
六
）

　
　
　

紅
葉
を	

従
三
位
通
氏

　

た
づ
ね
み
ん
け
ふ
も
し
ぐ
れ
は
し
が
ら
き
の
と
山
の
も
み
ぢ
色
や
ま
さ
る
と



一
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
続
後
撰
集
』
巻
七
・
秋
歌
下
・
四
二
四
）

　
『
新
勅
撰
集
』
三
四
六
か
ら
三
四
七
、『
続
後
撰
集
』
四
二
四
か
ら
四
二
五

の
つ
な
が
り
が
似
て
い
る
。
時
雨
が
も
み
じ
の
色
を
染
め
て
い
る
こ
と
は
共

通
で
、『
新
勅
撰
集
』
三
四
六
か
ら
三
四
七
は
、
三
室
山
か
ら
小
倉
山
、『
続

後
撰
集
』
四
二
四
か
ら
四
二
五
は
信
楽
の
外
山
か
ら
都
が
舞
台
と
な
っ
て
い

る
。『
新
勅
撰
集
』
三
四
七
は
、『
続
後
撰
集
』
四
二
五
の
和
歌
を
除
棄
し
た

後
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ⓕ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
四
〇
三

　
　
　
千
五
百
番
歌
合
に 

二
条
院
讃
岐

　
打
ち
は
へ
て
冬
は
さ
ば
か
り
な
が
き
夜
に
な
ほ
の
こ
り
け
る
あ
り
あ
け
の
月

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
八
・
冬
歌
・
四
八
七

　
　
　

建
保
六
年
歌
合
、
冬
関
月 

順
徳
院
御
製

　
か
ぜ
さ
ゆ
る
夜
半
の
衣
の
せ
き
守
は
ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
の
月
や
見
る
ら
ん

Ⓕ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
四
八
七
、
出
典
は
、『
建
保
五
年
冬
題
歌
合
』

で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

十
七
番　

冬
関
月　

左
勝	

御
製

　

風
さ
ゆ
る
よ
は
の
衣
の
関
守
は
ね
ら
れ
ぬ
ま
ま
の
月
や
み
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右	

宮
内
卿
家
隆
卿

　

さ
え
の
ぼ
る
す
ま
の
う
ら
わ
の
冬
の
月
せ
き
は
も
し
ほ
の
煙
だ
に
な
し

　
　

	

夜
半
の
衣
の
関
も
り
、
む
か
し
い
ま
た
れ
も
な
ど
か
く
思
ひ
よ
り
侍
ら

ざ
り
け
ん
、
と
お
の
お
の
い
ま
さ
ら
に
遺
恨
を
さ
へ
な
し
侍
り
て
、
為

左
勝

　

こ
の
和
歌
の
代
わ
り
に
入
れ
た
和
歌
を
『
新
勅
撰
集
』
四
〇
三
と
推
測
す

る
。『
続
後
撰
集
』
四
八
七
と
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
四
〇
三
、
共
に

主
題
は
「
冬
の
月
」
で
、『
新
勅
撰
集
』
四
〇
三
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』
冬
二

で
の
出
詠
歌
で
、
九
百
二
十
三
番　

左
に
み
え
、
越
前
と
番
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

九
百
二
十
三
番　

左	

讃
岐

　

う
ち
は
へ
て
ふ
ゆ
は
さ
ば
か
り
な
が
き
夜
に
な
ほ
の
こ
り
け
る
有
明
の
月

（
一
八
四
四
）

　
　
　
　
　
　

右	

越
前

　

	

よ
も
す
が
ら
さ
え
つ
る
と
こ
の
あ
や
し
さ
に
い
つ
し
か
み
れ
ば
み
ね
の
は

つ
ゆ
き
（
一
八
四
五
）

左
歌
、
心
を
か
し
き
う
へ
に
、
猶
の
こ
り
け
る
有
明
の
月
、
宜
し
く
や

右
歌
、
こ
れ
も
よ
ろ
し
く
う
け
た
ま
は
れ
ど
も
、
左
の
、
な
ほ
の
こ
り

け
る
在
明
の
月
は
、

こ
こ
ろ
に
も
と
ど
ま
れ
り
と
申
す
べ
し

　
『
千
五
百
番
歌
合
』
は
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
召
さ
れ
た
第
三
度
百
首
を
歌
合

に
結
番
し
た
も
の
で
、
冬
二
の
判
者
は
、
藤
原
季
経
で
あ
る
。
季
経
は
作
者

に
入
っ
て
い
な
い
。
季
経
の
判
詞
は
、
冬
は
夜
が
長
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
〇
七

れ
で
も
な
お
残
っ
た
有
明
の
月
は
心
に
も
と
ど
ま
る
、
と
あ
り
、
左
歌
を
勝

と
し
て
い
る
。

　

一
つ
前
の
四
〇
二
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

千
五
百
番
歌
合
に	

宜
秋
門
院
丹
後

　

冬
の
夜
は
あ
ま
ぎ
る
雪
に
そ
ら
さ
え
て
雲
の
浪
ぢ
に
こ
ほ
る
月
か
げ

　

宜
秋
門
院
丹
後
と
四
〇
三
の
詠
者
、
二
条
院
讃
岐
は
従
姉
妹
同
士
、『
千
五

百
番
歌
合
』
で
番
と
な
っ
て
い
る
越
前
も
合
わ
せ
て
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活

躍
し
て
い
た
。
宜
秋
門
院
丹
後
と
二
条
院
讃
岐
は
『
正
治
初
度
百
首
』、
越
前

は
『
正
治
後
度
百
首
』、
三
人
と
も
『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
数
多
く
の
催
し

に
出
詠
し
た
り
と
後
鳥
羽
院
と
の
関
係
が
深
い
。『
新
勅
撰
集
』
四
〇
三
と

『
続
後
撰
集
』
四
八
七
は
和
歌
の
内
容
も
近
く
、
別
の
歌
合
で
は
あ
る
が
、
歌

合
で
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
り
、
四
八
七
の
次
、
四
八
八
の
和
歌
は

　
　
　

千
五
百
番
歌
合
に	
前
大
納
言
忠
良

　

あ
は
ぢ
島
な
み
も
て
ゆ
へ
る
山
の
は
に
こ
ほ
り
て
月
の
さ
え
わ
た
る
か
な

と
あ
り
、『
千
五
百
番
歌
合
』
冬
二
、
九
百
十
七
番
に
番
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

九
百
十
七
番　
　

左	
左
大
臣

　

あ
じ
ろ
も
る
宇
治
の
さ
と
人
い
か
ば
か
り
い
ざ
よ
ふ
な
み
に
月
を
み
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右	

忠
良
卿

　

	

あ
は
ぢ
し
ま
な
み
も
て
ゆ
へ
る
や
ま
の
は
に
こ
ほ
り
て
月
の
さ
え
わ
た
る

か
な右

歌
、
さ
せ
る
ふ
し
侍
ら
ぬ
に
や

左
歌
は
、
歌
が
ら
、
詞
つ
づ
き
な
ど
、
き
よ
げ
に
う
け
た
ま
は
る
、
仍

為
勝

　

定
家
は
、
後
鳥
羽
院
の
次
男
の
順
徳
院
御
製
で
あ
る
『
続
後
撰
集
』
四
八

七
を
除
棄
し
、『
新
勅
撰
集
』
四
〇
三
を
入
れ
た
と
推
測
す
る
。
定
家
は
、
季

経
の
判
詞
を
参
照
に
し
た
か
、
順
徳
院
御
製
の
代
わ
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
。

Ⓖ
　

	

道
因
が
す
す
め
侍
り
け
る
広
田
社
歌
合
に
、
社
頭
雪
を
よ
み
侍
り
け

る

	

三
条
入
道
左
大
臣

　

山
あ
ゐ
も
て
す
れ
る
衣
に
ふ
る
雪
は
か
ざ
す
さ
く
ら
の
ち
る
か
と
ぞ
見
る

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
五
一
・「
賀
茂
」）

　
　
　

臨
時
祭
還
立
の
御
神
楽
を
よ
み
侍
り
け
る	

兵
部
卿
成
実

　

た
ち
か
へ
る
く
も
ゐ
の
月
も
か
げ
そ
へ
て
庭
火
う
つ
ろ
ふ
山
あ
ゐ
の
袖

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
五
二
・「
神
楽
」）

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
五
三
・
神
楽

　
　
　
か
ぐ
ら
を
よ
み
侍
り
け
る 

大
納
言
通
具

　
あ
り
あ
け
の
そ
ら
ま
だ
ふ
か
く
お
く
し
も
に
月
か
げ
さ
ゆ
る
あ
さ
く
ら
の
声

　
　
　

建
保
三
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
、
み
む
ろ
や
ま

	

正
三
位
家
隆

　

さ
か
木
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
が
み
そ
の
山
の
は
と
月
も
く
も
ら
ず



一
〇
八

	
	

	
	

	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
名
所
の
賀
・
五
五
四
）

　
　
　

百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に	

後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣

　

す
ず
か
河
や
そ
せ
し
ら
な
み
わ
け
す
ぎ
て
神
ぢ
の
山
の
は
る
を
見
し
か
な

	
	

	
	

	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
名
所
の
賀
・
五
五
五
）

　

	

か
す
が
や
ま
も
り
の
し
た
み
ち
ふ
み
わ
け
て
い
く
た
び
な
れ
ぬ
さ
を
し
か

の
こ
ゑ

	
	

	
	

	
（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
名
所
の
賀
・
五
五
六
）

　
　
　

東
三
条
院
の
四
十
賀
屏
風
に	

源
道
済

　

神
代
よ
り
い
は
ひ
そ
め
て
し
あ
し
び
き
の
山
の
さ
か
き
ば
色
も
か
は
ら
ず

	
	

	
	

	

（『
続
後
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
六
四
・
榊
）

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
六
五

　
　
　
神
楽
を
よ
ま
せ
給
う
け
る 
土
御
門
院
御
製

　

さ
か
き
と
る
や
そ
う
ぢ
人
の
袖
の
上
に
神
代
を
か
け
て
の
こ
る
月
か
げ

　
　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
寄
社
祝	

権
大
納
言
実
雄

　

神
が
き
や
み
む
ろ
の
さ
か
木
ゆ
ふ
か
け
て
い
の
る
や
ち
よ
も
わ
が
き
み
の
た
め

	
	

	
	

	

（『
続
後
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
六
六
・
榊
）

　

Ⓖ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
五
六
五
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
五
五

三
を
入
れ
た
と
考
え
る
。『
続
後
撰
集
』
五
六
五
の
主
題
は
「
榊
」、
出
典
の

『
土
御
門
院
百
首
』
六
六
で
は
「
神
楽
」
と
題
し
て
み
え
る
。『
続
後
撰
集
』

五
六
五
の
一
つ
後
、『
続
後
撰
集
』
五
六
六
の
出
典
は
、『
続
後
撰
集
』
の
選

歌
資
料
に
充
当
す
る
た
め
、
後
嵯
峨
院
が
宝
治
二
年
に
当
時
の
主
要
歌
人
四

〇
人
に
詠
進
さ
せ
た
百
首
、『
宝
治
百
首
』（
寄
社
祝
・
三
九
二
六
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
の
主
題
は
「
神
楽
」
で
あ
る
。

五
五
三
の
詠
者
、
源
通
具
は
土
御
門
内
大
臣
正
二
位
通
親
男
、
俊
成
卿
女
の

旧
夫
で
も
あ
る
。『
続
後
撰
集
』
五
六
五
と
は
「
神
楽
」「
月
か
げ
」
を
詠
ん

で
い
る
と
こ
ろ
が
共
通
点
で
、『
続
後
撰
集
』
五
六
五
の
主
題
の
「
榊
」
を

『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
で
は
和
歌
に
詠
ん
で
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
の

一
つ
あ
と
の
『
新
勅
撰
集
』
五
五
四
の
出
典
は
、
建
保
三
年
十
月
に
順
徳
院

の
命
に
よ
っ
て
詠
進
さ
れ
た
『
建
保
名
所
百
首
』（
四
六
三
）
で
あ
る
。

　
『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
は
、
有
明
の
空
が
ま
だ
夜
深
く
、
置
く
霜
に
月
の
光

が
冷
え
冷
え
と
冴
え
る
朝
倉
の
声
で
あ
る
よ
と
、「
置
く
霜
に
月
の
光
が
冴
え

る
」
と
表
現
さ
れ
、『
続
後
撰
集
』
五
六
五
は
、「
神
楽
を
奏
す
る
多
く
の
人
々

た
ち
の
袖
の
上
に
神
代
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
月
の
光
が
残
っ
て
い
る
」
と
表

現
さ
れ
、
類
似
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
あ
と
の
和
歌
が
、

詠
歌
当
時
の
院
に
詠
進
さ
せ
ら
れ
た
、
そ
の
当
時
の
主
要
歌
人
の
作
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
定
家
が
『
続
後
撰
集
』
五
六
五
を
除
棄
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、

文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
を
入
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

Ⓗ
  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
十
二
・
七
四
一

　
　
　
こ
ひ
の
う
た
よ
み
侍
り
け
る
に 

藤
原
為
忠
朝
臣

　
す
み
よ
し
の
ち
木
の
か
た
そ
ぎ
我
な
れ
や
あ
は
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
年
の
へ
ぬ
ら
む



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
〇
九

  
除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
九
・
五
五
九

　
　
　
建
保
三
年
五
首
歌
合
に
、
松
経
年 

後
鳥
羽
院
御
製

　
か
た
そ
ぎ
の
ゆ
き
あ
ひ
の
霜
の
い
く
か
へ
り
契
か
む
す
ぶ
住
吉
の
松

　

Ⓗ
の
除
棄
歌
は
『
続
後
撰
集
』
五
五
九
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
七

四
一
が
代
替
歌
と
考
え
る
。『
続
後
撰
集
』
五
五
九
の
主
題
は
「
住
吉
社
」
で

出
典
は
『
建
保
三
年　

院
四
十
五
番
歌
合
』（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
七
三
六

な
ど
に
も
）
で
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　

三
十
七
番　

松
経
年　

左
勝	

御
製

　

か
た
そ
ぎ
の
行
あ
ひ
の
霜
の
い
く
返
り
契
か
む
す
ぶ
す
み
よ
し
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右	

前
大
僧
正

　

君
が
代
の
ち
と
せ
に
あ
ま
る
末
ま
で
も
色
か
は
ら
じ
と
松
の
い
ふ
な
る

左
方
申
曰
、
左
歌
、
結
び
て
ん
げ
に
き
き
な
れ
て
侍
り
、
右
歌
、
尤
め

づ
ら
し
く
侍
り
、
右
方
申
曰
、
右
歌
、
松
の
い
ふ
な
る
と
い
へ
る
無
下

に
た
だ
あ
り
に
侍
り
、
左
方
重
申
曰
、
殊
に
た
だ
あ
り
な
る
さ
ま
に
は

侍
ら
ず
、
右
歌
尤
可
勝
よ
し
申
之
、
然
而
猶
左
可
勝
之
由
、
右
方
定
申
、

仍
為
勝

　

ま
た
、『
新
勅
撰
集
』
七
四
一
の
出
典
は
『
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
』
で
次
の

よ
う
に
み
え
る
。

　
　

七
番　

左	

為
忠
朝
臣

　

住
吉
の
ち
ぎ
の
片
そ
ぎ
我
な
れ
や
あ
は
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
年
の
へ
ぬ
ら
ん

　
　
　
　
　

右	

忠
季

　

逢
ふ
こ
と
を
な
の
み
た
ち
ゐ
て
松
浦
川
七
瀬
の
淀
の
よ
ど
み
が
ち
な
る

左
歌
、
一
篇
雖
存
風
体
、
但
、
ち
ぎ
の
二
字
頗
近
俗
也
、
右
歌
に
も
、

松
浦
河
七
瀬
の
よ
ど
と
よ
め
る
は
さ
せ
る
本
文
侍
る
歟
、
鈴
鹿
川
八
十

瀬
と
よ
め
る
な
ど
か
や
う
な
る
事
の
は
べ
る
に
や
あ
ら
ん
、
未
見
及
之

間
、
以
左
為
勝

　
「
ち
ぎ
の
二
字
頗
近
俗
也
」
と
し
て
い
る
が
、「
存
風
体
」
と
基
俊
は
評
価

し
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』
七
四
一
の
歌
群
は
「
恋
歌
二
」、
主
題
は
「
不
逢

恋
」
で
あ
る
が
、『
続
後
撰
集
』
五
五
九
と
の
共
通
し
た
言
葉
が
「
す
み
よ

し
、
ち
木
の
か
た
そ
ぎ
」
で
あ
る
。『
新
勅
撰
集
』
七
四
一
で
の
「
ち
木
の
か

た
そ
ぎ
」
は
逢
わ
な
い
の
に
幾
年
も
経
っ
て
い
る
私
の
比
喩
の
意
味
で
使
わ

れ
、『
続
後
撰
集
』
五
五
九
の
「
か
た
そ
ぎ
ゆ
き
あ
ひ
の
霜
」
は
、
片
そ
ぎ
の

ゆ
き
あ
ひ
の
間
か
ら
漏
れ
て
霜
が
幾
度
も
置
い
た
よ
う
に
幾
た
び
も
私
は
住

吉
の
神
と
契
り
を
結
ん
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
に
祝
い
の
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
前
の
和
歌
、『
続
後
撰
集
』
五
五
八
に
実
朝
の
和
歌

を
配
し
て
い
る
。
実
朝
は
、
後
鳥
羽
院
と
も
に
和
歌
の
才
能
に
長
け
て
い
た

が
、
悲
哀
に
満
ち
た
最
後
を
遂
げ
る
と
こ
ろ
に
二
人
に
は
共
通
点
が
あ
り
、

為
家
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。　

　
　
　

題
し
ら
ず	

鎌
倉
右
大
臣

　

ゆ
く
す
ゑ
も
か
ぎ
り
は
し
ら
ず
住
吉
の
松
に
い
く
世
の
と
し
か
へ
ぬ
ら
ん

	
	

	
	

（『
続
後
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌　

住
吉
社
・
五
五
八
）

　

ま
た
、
後
鳥
羽
院
の
除
棄
歌
に
対
し
て
次
の
『
新
勅
撰
集
』
五
五
四
歌
も

代
替
歌
の
可
能
性
が
あ
る
。



一
一
〇

　
　
　

建
保
三
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
、
み
む
ろ
や
ま

	

正
三
位
家
隆

　

さ
か
木
と
り
か
け
し
み
む
ろ
の
ま
す
か
が
み
そ
の
山
の
は
と
月
も
く
も
ら
ず

	
	

	
	

	
	

（『
新
勅
撰
集
』
巻
九
・
神
祇
歌
・
五
五
四
）

　

文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
五
五
四
の
出
典
は
『
建
保
名
所
百
首
』
四
六

三
・
秋
・
三
室
山
（
大
和
国
）
で
あ
る
。『
建
保
名
所
百
首
』
は
、
順
徳
院
の

命
に
よ
っ
て
詠
進
さ
れ
た
、
名
所
百
首
と
し
て
は
最
も
古
く
、
後
代
の
規
範

と
さ
れ
た
。「
く
も
ら
ず
」
と
「
ま
す
か
が
み
」
が
縁
語
で
、
一
つ
前
の
歌

『
新
勅
撰
集
』
五
五
三
の
主
題
は
「
神
楽
」、
照
る
「
月
」
を
読
み
込
ん
だ
作

で
あ
り
、
連
接
し
た
歌
群
を
形
成
し
て
い
る
。

Ⓘ

  

代
替
歌  

『
新
勅
撰
集
』
巻
十
九
・
雑
歌
四
・
一
二
八
五

　
　
　
ぬ
の
び
き
の
た
き
を
よ
め
る 

藤
原
行
能
朝
臣

　
布
引
の
た
き
の
し
ら
い
と
わ
く
ら
ば
に
と
ひ
く
る
人
も
い
く
よ
へ
ぬ
ら
む

  

除
棄
歌  

『
続
後
撰
集
』
巻
十
六
・
雑
歌
上
・
一
〇
一
四

　
　
　
名
所
歌
め
し
け
る
つ
い
で
に 

後
鳥
羽
院
御
製

　
布
引
の
た
き
の
し
ら
い
と
う
ち
は
へ
て
た
れ
山
か
ぜ
に
か
け
て
ほ
す
ら
ん

　

Ⓘ
に
お
い
て
、『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
四
の
主
題
は
「
滝
」、
出
典
は
『
最

勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』（
布
引
滝	

摂
津
八
一
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
二
八
五
の
主
題
は
「
摂
津
」
で
、

出
典
は
『
建
保
名
所
百
首
』
で
あ
る
。『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
四
と
の
共
通

は
、「
布
引
の
滝
」「
白
糸
」
で
、
和
歌
の
内
容
も
似
て
い
る
。『
新
勅
撰
集
』

一
二
八
五
の
詠
者
、
行
能
は
『
新
勅
撰
集
』
の
清
書
を
し
た
人
で
も
あ
る
。

『
新
勅
撰
集
』
一
二
八
五
の
一
つ
ま
え
の
一
二
八
四
歌
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、

『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
四
と
同
じ
く
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』（
蘆
屋
里	

摂
津
七
七
）
の
詠
で
あ
る
。

　
　
　

名
所
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
あ
し
の
や	

正
三
位
家
隆

　

	

み
じ
か
夜
の
ま
だ
ふ
し
な
れ
ぬ
あ
し
の
や
の
つ
ま
も
あ
ら
は
に
あ
く
る
し

の
の
め

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
定
家
が
『
続
後
撰
集
』
一
〇
一
四
を
除
棄
し
、
そ

の
代
わ
り
に
、
文
暦
二
年
本
『
新
勅
撰
集
』
一
二
八
五
を
入
れ
た
可
能
性
が

推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

貞
永
元
年
六
月
に
後
堀
河
天
皇
の
下
命
を
受
け
た
定
家
は
、
完
成
前
の
天

福
元
年
十
月
十
一
日
に
出
家
を
し
た
。
歌
の
受
け
渡
し
や
面
談
の
調
整
な
ど

の
秘
書
的
な
役
割
を
為
家
が
担
い
、
文
暦
二
年
三
月
『
新
勅
撰
集
』
現
行
本

は
成
立
し
た
。
途
中
、
後
堀
河
院
の
崩
御
が
あ
り
、
そ
れ
に
絶
望
し
撰
集
を

自
宅
の
庭
で
焼
却
。
そ
の
後
、
道
家
よ
り
約
百
首
の
切
り
出
し
を
命
じ
ら
れ

奏
覧
ま
で
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
為
家
は
、
撰
者
用
の
天
福
二
年
本
（
そ
れ

は
定
家
が
家
に
留
め
て
削
除
の
処
置
を
施
し
た
本
―
欠
文
の
跡
が
見
苦
し



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
一
一

い
本
―
為
家
が
相
伝
し
た
可
能
性
が
あ
る
）
を
み
た
り
、
文
暦
二
年
本
の

現
行
本
一
三
七
四
首
を
見
た
り
す
る
た
び
に
、
定
家
の
無
念
を
感
じ
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

文
暦
二
年
三
月
十
三
日
に
浄
意
へ
与
え
た
草
二
十
巻
は
、
前
日
、
行
能
が

道
家
へ
進
上
し
た
清
書
本
二
十
巻
と
共
に
持
参
し
た
草
二
十
巻
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
草
二
十
巻
を
み
て
、
一
二
四
首
の
削
除
や
、
切
り
入
れ
ら
れ
た
数

首
に
つ
い
て
為
家
は
思
い
を
馳
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
為
家
は
い
つ
か
実
現
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、『
続
後
撰
集
』
撰
集
に
あ
た
り
、
除
棄
歌
の
復
活

を
実
行
し
た）

（
（

。『
新
勅
撰
集
』
撰
集
に
為
家
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、

切
継
ぎ
作
業
ま
た
は
切
継
ぎ
跡
や
、
草
子
の
摺
り
除
き
跡
を
見
た
り
、
三
上

皇
ら
の
和
歌
を
匂
わ
せ
る
和
歌
が
採
ら
れ
、
三
上
皇
ら
の
息
吹
を
感
じ
て
い

た
か
ら
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
除
棄
歌
の
ゆ
く
え
を
そ
の
除
棄
歌
を
匂
わ

せ
る
和
歌
を
定
家
が
入
れ
て
修
訂
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
先
行
研
究

が
ふ
み
こ
ん
で
い
な
い
代
替
歌
を
設
定
し
て
い
く
つ
か
論
証
を
試
み
た
。

注（
1
）	

貞
永
元
年
十
月
に
譲
位
し
て
い
る
。

（
2
）	

佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
の
撰
集
意
識
」（『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八
）
の
付
記
に
全
文
が
載
る
。

（
3
）	

『
歌
論
集
（
一
）』
三
弥
井
書
店　

一
九
七
一

（
4
）	

主
な
先
行
研
究
は
次
の
通
り
。
本
文
中
の
引
用
は
以
下
の
番
号
に
よ
る
。

	

①	

家
郷
隆
文
氏
「『
続
後
撰
集
』
の
選
歌
以
前
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
研
究
』
三

五　

北
海
道
大
学
国
文
学
会
編
集
一
九
六
六

	

②	

山
下
三
十
鈴
氏
「『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
構
成
」『
古
今
新
古
今
と
そ
の
周
辺
』

大
学
堂
書
店
一
九
七
二

	

③	

樋
口
芳
麻
呂
氏
「『
百
人
一
首
』
へ
の
道
（
上
）
」『
文
学
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
四
三　

岩
波
書
店
一
九
七
五

	

④	

樋
口
芳
麻
呂
氏
「
解
説
」『
新
勅
撰
和
歌
集
』
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
一
三　

貴
重
本
刊
行
会
一
九
八
〇

	

⑤	

佐
藤
恒
雄
氏
「『
新
勅
撰
集
』
羇
旅
歌
寸
感
」『
新
勅
撰
和
歌
集
』
日
本
古
典
文

学
影
印
叢
刊　

月
報
一
三
一
九
八
〇

	

⑥	

小
島
喜
與
徳
氏
「『
続
後
撰
和
歌
集
』
賀
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て
」『
古
典
論

叢
』
一
九
八
三

	

⑦	

後
藤
重
郎
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
に
関
す
る
一
考
察
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研

究
論
集
』
文
学
三
〇　

名
古
屋
大
学
文
学
部
一
九
八
四

	

⑧	

佐
藤
恒
雄
氏
「
新
勅
撰
和
歌
集
の
成
立
」『
藤
原
定
家
研
究
』
風
間
書
房
二
〇

〇
一

	

⑨	

田
渕
句
美
子
氏
「
流
謫
の
後
鳥
羽
院
」『
国
文
』
九
五
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

国
語
国
文
学
会　

二
〇
〇
一

	

⑩	

中
川
博
夫
氏
「
解
説
」『
新
勅
撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
六　

明
治
書
院
二

〇
〇
五

	

⑪	

佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
の
配
列
」『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書
院
二
〇

〇
八

	

⑫	

佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
の
撰
集
意
識
」『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
八

	

⑬	

佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
和
歌
集
の
当
代
的
性
格
」『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書

院
二
〇
〇
八

	

⑭	

佐
藤
恒
雄
氏
「
解
説
」『
続
後
撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
三
七
明
治
書
院
二

〇
一
七

	
⑮	

吉
野
朋
美
氏
「
流
謫
の
形
象
―『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
お
け
る
六
条
宮
雅
成

親
王
詠
」『
続
後
撰
和
歌
集
』
和
歌
文
学
大
系
三
七　

月
報
四
六　

明
治
書
院

二
〇
一
七

（
5
）	

冷
泉
家
所
蔵
の
『
明
月
記
』
に
は
貞
永
元
年
の
記
録
は
な
い
。
国
書
刊
行
会
本



一
一
二

に
は
六
月
十
三
日
、
十
月
二
日
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
樋
口
氏
⑧
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
よ
う
に
、
書
陵
部
蔵
（
一
五
五
・
一
三
九
）『
新
勅
撰
集
』（
飛
鳥
井
宋

世
奥
書
本
の
転
写
本
）
な
ど
に
み
え
る
定
家
自
身
に
よ
る
識
語
を
断
ち
い
れ
た
も

の
で
あ
る
。
以
下
は
『
翻
刻　

明
月
記
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

別
巻
四　

二
〇

一
八
）
に
よ
る
。『
翻
刻　

明
月
記
』
に
記
載
の
な
い
も
の
に
限
り
、
書
陵
部
蔵

『
新
勅
撰
集
』
奥
書
に
よ
る
も
の
は
（
奥
書
）、『
百
錬
抄
』
よ
る
も
の
は
（
百
）
と

記
す
。

（
6
）	

以
下
、
和
歌
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

（
7
）	

こ
の
歌
合
か
ら
『
新
勅
撰
集
』
に
一
七
首
が
採
ら
れ
、
建
保
期
催
行
の
歌
合
の

う
ち
規
模
が
大
き
い
。
衆
議
判
で
あ
っ
た
が
、
判
詞
の
執
筆
は
後
日
定
家
が
行
っ

た
ら
し
い
（『
順
徳
院
御
記
』
同
年
閏
六
月
九
日
・
一
一
日
条
。
行
能
奥
書
）。『
百

人
一
首
』
の
定
家
詠
「
こ
ぬ
人
を
ま
つ
帆
の
う
ら
の
…
…
」
が
詠
ま
れ
た
（
九
十

二
番
右
勝
）。

（
8
）	

為
家
が
『
新
勅
撰
集
』
の
除
棄
歌
を
『
続
後
撰
集
』
に
入
集
さ
せ
た
作
が
十
六

首
ほ
ど
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
本
論
で
取
り
上
げ
た
の
は
九
首
と
な

る
。
そ
の
他
の
作
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
し
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、「『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
」（
二
〇
一
九
年
九
月
一
四
日　

二
〇
一

九
年
度
東
西
学
術
研
究
所
第
七
回
研
究
例
会　

日
本
言
語
文
化
学
研
究
班　

於　

関
西

大
学
）
と
題
し
、
口
頭
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。



『
新
勅
撰
和
歌
集
』
除
棄
歌
の
ゆ
く
え

一
一
三

The Whereabouts of the Wakas that were 
Removed from Shinchokusenwakashū

TAKIKURA Tomoyo

	 Shinchokusenwakashū	 is	 the	 9th	 chokusen wakashū	 that	 Gohorikawain	
ordered	Teika Fujiwara	to	select.
	 However,	Gohorikawain	died	on	August	（,	（nd	year	of	Tenpuku,	and	Teika	
burned	the	draft	at	home.
	 In	 late	 October,	 Michiie	 searched	 for	 a	 book	 that	 had	 remained	 in	 the	
hands	of	Gohorikawain.
	 On	November	9,	Teika	received	an	order	 for	modern	composers.
	 According	 to	 Hyakurensho,	 more	 than	 （00	 heads	 had	 been	 deleted	 and	
some	new	wakas	had	been	selected.
	 A	 book	 written	 in	 March	 during	 the	 （nd	 year	 of	 Bunryaku	 was	 passed	
from	Tameie	to	Michiie.
	 Tameie	 performed	 the	 resurrection	 of	 the	 wakas	 	 in	 the	 （0th	 chokusen 
wakashū.
	 Several	proofs	were	given	on	the	premise	that	Teika	had	selected	alterna-
tive	wakas	that	would	replace	the	deleted	wakas.

キーワード：新勅撰和歌集（Shinchokusenwakashū）、続後撰和歌集
（Shokugosenwakashū）、藤原定家（Teika	Fujiwara）、藤原為家
（Tameie	Fujiwara）、和歌（waka）




